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今日の内容

q外国人をめぐる動き
q政策動向と多文化共生
q多文化共生を考えるための事例
q住民として関われること
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外国人をめぐる動き
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アイスブレイク

• グループで自己紹介（名前、自分はどんな人か、好きな飲み物）
• 自分の周囲で「外国人が増えたなあ」と感じること
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政策動向と多文化共生
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70〜80年代の共生論

花崎皋平の共生論（花崎, 1980）「自然との共生を目指す文明へ」
• 高度経済成長から日本各地での（乱）開発
• 公害の発生
• 経営者（資本家）と労働者や地域住民との分断

• マイノリティからの搾取等への異議
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多文化共生へ

• 川崎における市民の動き（いわゆる「多文化共生」の萌芽）
「民族差別と闘う連絡協議会（民闘連）」の活動 共闘→共生（金, 2010）
「ラテンアメリカ友好協会」や「日本人の外国人妻の会」（山田, 1998）

• 全国への広がり
「多文化共生センター大阪」設立（戴, 2003、田村他, 2007）
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• 急速な人口減少

年 総人口 純増減 自然増減 社会増減

2020 126,146,099

2021 125,502,290 -643,809 -608,621 -35,188

2022 124,946,789 -555,501 -730,616 175,115

• 外国人受け入れ政策の変化

1989年改正（90年施行）入管法→「90年体制」
Ø 高度人材の積極的受け入れ
Ø 労働者は慎重に検討
Ø 技能実習生や日系人等の受け入れ，留学生の就労等
による「サイドドア政策」での労働者確保

2018年改正（19年施行）入管法
Ø 特定技能制度による労働者受け入れ
Ø 出入国在留管理庁の創設
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前提・背景



社会統合政策の拡充

「生活者としての外国人」に関する総合的対応策（2006年）

外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策（2018年）

外国人との共生社会実現に向けたロードマップ（2022年）

若干の内容変更・充実

長期計画として位置づけ→実質的な移民政策
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ロードマップ ３つのヴィジョン
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これからの日本社会を
共につくる一員として
外国人が包摂され，
全ての人が
安全に安心して

暮らすことができる社会

様々な背景を持つ
外国人を含む全ての人が

社会に参加し，
能力を最大限に発揮できる，

多様性に富んだ
活力ある社会

外国人を含め，全ての人が
お互いに個人の尊厳と
人権を尊重し，
差別や偏見なく

暮らすことができる社会

外国人材の受入れ・共生に関する関係閣僚会議（2022）

4つの重点事項
①円滑なコミュニケーションと社会参加のための

日本語教育等の取組
②外国人に対する情報発信
外国人向けの相談体制の強化

③ライフステージ・ライフサイクルに応じた支援 ④共生社会の基盤整備に向けた取組



なぜ日本語教育（＝ことばが必要）なのか？
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人口減少

産業や地域の維持

外国人受け入れ

共生社会

日本語教育



国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的ちがいを認め合い、対
等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員として共に生きていく
こと（総務省）

共生は「多様性の尊重（異なり）」と「社会的凝集性（まとまり）」という
異なる価値が併存するものであるという前提で考える必要がある（岡
本2013）
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多文化共生を考えるための事例
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日本社会

事例1 ： インドカレーの料理人Aさん

• インド国籍ムスリム，在住22年，母国に妻と娘4人（全員既婚）
• 現在のカレー店が３軒目
• 食事は自分の店か同じインド系ムスリムの友人と
• SNSで求人情報を入手

SNSによるつながり

インド系ムスリム友人

カレー店

日本語社会

A
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事例2 ： 江戸川区のまちづくり



インド系住民が多い江戸川区

• 「2000年問題」によるIT技術者需要
• 都心部に近く通いやすい
• 比較的家賃が安い
• URの賃貸住宅が多く外国人が住みやすい

• 集住が進むことでさらに集まってくるようになる
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西葛西リトルインディア構想

2014年ごろから地域の議員や経営者が発案
誰もが親しめる『インド人街』の形成
1. 中心地にヒンドゥ教寺院を建立
2. 西葛西カレーグランプリの開催

3. リトルインドストリート形成
• カレー屋、雑貨店、ヨガ教室、紅茶屋、算数塾、映画館等

4. 姉妹都市提携
5. クリケット大会の開催
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よぎ氏

• インド出身の日本国籍者（1997年初来日、2003年〜定住）
• リトルインディア構想に疑問を持ち政治家を志す
• インド人向け病院をつくるというが英語ができる医者を増やした方がいい
• インド人コミュニティが求めているものではなかった
• 経済的な持続性がない
• 日本とインドのコミュニティが分断される

• 2019年江戸川区議に初当選（定数44、立候補58人中5位）
• 2021年東京都議選に立候補も落選
• 日本人もインド人もみんなが暮らしやすい社会を目指す

• 現在は茨城県立土浦第一高校校長
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事例3 ：
みんなで多文化交流
in 江東

• 江東区のURの団地を中心に外
国人が急増

• 町会長さんたちが問題意識を
持って活動を開始
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事例からの示唆

• 異なったエスニックグループ同士でなんらかの接点を持つこと
•何が求められていて、誰が主体として考えるのかが重要

• 地域づくりのための対話の場のデザインが必要（対話）

• そのためには日本語を中心としたことばをつかったコミュニケーション
•英語、中国語、タガログ語、日本語、やさしい日本語…
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なぜ日本語教育（＝ことばが必要）なのか？
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人口減少

産業や地域の維持

外国人受け入れ

共生社会

日本語教育



住民として関われること
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日本語を教える 外国語を教えてもらってできるようになった？？
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日本語を中心としてことばを使う活動を企画する
活動を企画・運営することを通してことばを使う



活動のポイント

•主体性・オーナーシップ：自分ごととして地域をつくる、課題に取り組む
• 対等性：相互理解、相互尊重、おたがいさま意識
•柔軟性：違うことを楽しむ、既存のルールを見直してみる
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⽇本語教育を通じて、外国にルーツをもつ⼈々と地域とのつながりをはぐくむ…

そのために求められる視点
外国⼈が地域社会とのつながりを持つ初期段階の⽇本語教育を保障する

【東京における地域⽇本語教育の⽬標のイメージ】
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１ 東京における地域⽇本語教育の⽬標



２ 東京における地域⽇本語教育で⽬指すレベル

○ 地域全体で⽬指す東京における地域⽇本語教育のレベル︓B1(⾃⽴した⾔語使⽤者)
○ 特に⾏政が関わっていくべき初期段階の⽇本語教育︓A1〜A2レベル(基礎段階の⾔語使⽤者)

【東京における地域⽇本語教育で⽬指す⽇本語レベルのイメージ】

地域⽇本語教育の推進とやさしい⽇本語の普及啓発を両輪で進めていく

【地域⽇本語教育とやさしい⽇本語の関係】
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初期段階の
⽇本語学習

外国につながる⼈々
（⽇本語学習者）

地域住⺠
（⽇本語話者）

地域におけるコミュニケーション

やさしい⽇本語
!

コミュニケーションの調整
（やさしい⽇本語）

⽇本語教育の参照枠
におけるA1〜A2
あたりを想定

やさしい⽇本語によってコミュニケーションがとれる



岡田美智男（2012）
『弱いロボット』

医学書院
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コミュニケーションは円滑な方がいい？
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